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【令和４年度実績】 
 

「研究」 

No.02 (1)-2 卓越した研究を基盤とした国際共同教育の深化, No.17 (4)-2 オープンでボーダレス

なキャンパスにおける国際共修の展開 
 

実績報告 

文学研究科では、ポスト・コロナの国際社会において存在感のある研究・教育機関となることを目

指し、以下のような事業に取り組んだ。 

Ⅰ. 支倉サミットの実施による「支倉リーグ」ネットワーク強化 

 東北大学創立 115周年、総合大学 100周年記念行事の一環として 2022年 9月 30日、学内

６研究科 1研究所の協力のもと、欧州を中心に文学研究科が構築してきた「支倉リーグ」参加大

学（上図）のうち７大学の人文社会科学系部局の部局長クラス（うち１名は学長）の首脳 8名と 20

名以上の研究者が東北大学に集い（中図）、東北大学総長をはじめ６研究科１研究所の部局長と

ともに人文社会科学の意義と学際的研究の推進、そして「支倉リーグ」の将来について議論をお

こなった。会議の最後には「1.多様性を尊重した学術交流」、2.「地球規模の課題に立ち向かうた

めに」3.「真のグローバルなリーグへ」の３項目からなる以下の「支倉宣言(Hasekura 

Statement)」（下図）が採択された。 

支倉宣言  グローバル・コミュニティにおける人文社会科学の振興のために（日本語訳） 

2022年、「支倉リーグ」の結成を呼びかけた東北大学が、人文社会科学系学部の設立から 100

年という節目を迎えました。これを機に「支倉リーグ」に参加する 7ヶ国８大学の人文社会科学系

部局の首脳が東北大学に集い、人文社会科学（Social Sciences and Humanities、以下 SSH）の

振興について意見を交換し、グローバルなコミュニティにおいて、SSHの意義と理学・技術・工学・

数理（Science Technology Engineering Arts Mathematics、以下 STEAM）分野との学際的な研

究を通じて果たすべき役割について宣言を発することとなりました。 

支倉リーグに集う我々は SSHとリーグの今後について以下のように考えます。 

１．多様性を尊重した学術交流 

 我々は、従来の知的枠組を尊重しながらも相対化し、ローカル、ナショナルな価値や視座にも留

意し、多様性を包摂しつつ、SSH分野におけるグローバルな知の交流を促進します。また、我々

は SSH分野の研究成果がイノベーションに貢献するとの信念を共有しています。しかし、容易に

市場的価値につながらない領域、長期的な営みによってはじめて成果のあがる領域があることに

十分考慮することも必要と考えます。 

２．地球規模の課題に立ち向かうために 

我々は個別の地域社会あるいは国内社会の問題に向き合うとともに、地球規模の課題の解決に

も貢献したいと考えています。それらの諸課題が、SSHの個別分野でも、SSH内の共同だけでも

解決不能な難題であることは明白です。我々は、STEAM分野と連携した学際的・総合的アプロ
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ーチを含むグローバルな研究協力を推進し、そのなかで歴史的・文化的・社会的な存在としての

人間の考究を目的とする SSH分野固有の特長を発揮します。 

３．真のグローバルなリーグへ 

「支倉リーグ」は、東北大学がヨーロッパの大学に交流の呼びかけをするところから始まり、現在

北米、アフリカへと広がりつつあります。今後はアジアをはじめとする各地へも環を拡げ、真にグ

ローバルなリーグに育てていきます。研究者の交流はもとより、学生間の交流も重視します。その

ことが学術を通じて個人の幸福と人類の平和を実現し、持続可能な未来を築くことにつながると確

信しています。 
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 なお、サミット終了後の 12月 9日、10日には「支倉リーグ」参加校のヘント大学（ベルギー）の

学長、国際オフィス長ら 10名が来学し、両大学の学術交流に関する協議を行っている。さらに現

在文学研究科とヘント大学では従来の Faculty of Arts and Philosophyに加え Faculty of 

Psychology and Educationとも交流協定の締結へ向けた手続きを進めている。 
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Ⅱ.「支倉リーグ」ネットワークを活用した研究・教育の国際展開 

 支倉サミットに先立つ 9月 27日から 29日にかけて、日本学国際共同大学院主催で The 7th 
Annual Hasekura International Japanese Studies Symposium "Naraku: Discord, 
Dysfunction, Dystopia"を開催した。「支倉リーグ」参加校を中心に 28名の研究者（うち 25名が

海外研究機関所属）が研究発表を行った（★【参考 1】シンポジウムプログラム）。また、それと並行

して行われた学生ワークショップでは 24名の「支倉リーグ」参加校の学生（うち 11名が海外研究

機関所属）が研究発表を行い（★【参考 2】学生ワークショッププログラム）、リーグ参加校教員を交

えた討論が行われた。 

 

  

https://gpjs.tohoku.ac.jp/media/files/_u/event/file2/1xhpi2kgje.pdf
https://gpjs.tohoku.ac.jp/media/files/_u/event/file3/23aeruha6g.pdf
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Ⅲ. アジア有力大学との国際共同シンポジウムの実施による研究・教育の国際展開 

 2022年 8月 22日から 25日にかけて味の素株式会社、日本味と匂い学会の後援をうけてチュ

ラロンコン大学心理学部と東北大学文学研究科で共同国際シンポジウム The Joint 

International Symposium on “Health and Well-Being”を実施した（★【参考 3】プログラム）。23

日と 24日のシンポジウムには 8名（うち 6名が海外研究機関所属）の研究者が登壇し研究報告

と討論を行った。ポスターセッションでは大学院生を中心に 12名（うち 4名が海外研究機関所属）

が発表を行った。また、2023年 2月 18日には韓国忠南大学と第２回日韓国際交流シンポジウ

ムを開催した。文学研究科教員による基調講演の後 7名（うち３名が海外研究機関所属）の研究

報告が行われている。 

  

  

 

 

 

 

 

 

https://jasts-sendai56.com/tucujis.html
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Ⅳ. 世界情勢を考慮した、国際的に責任ある研究機関としての貢献 

 昨今のウクライナ情勢を考慮し、人道的見地から国際的研究機関としての責務を果たすべく、

2022年 8月より、ウクライナ、オレシ・ホンチャール記念ドニプロ国立大学のクラヴェツ・マリア講

師を文学研究科において客員研究員として受け入れ、研究室などの研究環境を提供している。こ

のことは多くのメディアで報道され、東北大学の社会的信頼性の向上に貢献している。 

（★【参考 4】東北大学ウェブサイト） 

（★【参考 5】河北新報 2022年 8月 4日記事） 

（★【参考 6】TBSニュース DIG2022年 9月 12日記事） 
 

★支倉リーグ参加校.JPG, ★参加者一覧.png, ★statement_eng.jpg, 
★statement_signature.png, ★Naraku Poster.JPG, ★忠南 1.JPG, ★忠南２.JPG 

 

2. 国際化・女性教員比率の向上・他部局との文理連携による教育のダイ

バーシティ拡大 

「教育」 

No.25 (4)-2 ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンを尊重する「共同参画」体制の構築 
 
実績報告 

I. 業務委託制度の積極活用による教育の国際化 

1. 業務委託制度を活用して海外研究者による授業を提供し，教育の国際化を行った。なお，集中

講義を行うだけではなく，毎週のリアルタイム web授業や海外の学生との共同授業，あるいは共

同研究，さらには国際シンポジウム（タイ・チュラロンコン大学：8月 22－25日，韓国・中南大学：2

月 18日）の開催など，教育と研究の多様性拡大に寄与した。 

 

2. 退職によって大幅に減じた外国人研究者比率を業務委託によってカバーし，目標の 12％を超

える 14％まで伸長させることができた。 

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/08/news20220805-04-ukraine.html
https://kahoku.news/articles/20220803khn000045.html
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/147251?display=1
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E6%94%AF%E5%80%89%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B0%E5%8F%82%E5%8A%A0%E6%A0%A1_0.JPG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E5%8F%82%E5%8A%A0%E8%80%85%E4%B8%80%E8%A6%A7_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85statement_eng_0.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85statement_signature_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85Naraku%20Poster_0.JPG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E5%BF%A0%E5%8D%971_0.JPG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E5%BF%A0%E5%8D%97%EF%BC%92_0.JPG
https://jasts-sendai56.com/tucujis.html
https://www.sal.tohoku.ac.jp/jp/event/detail---id-1137.html
https://www.sal.tohoku.ac.jp/jp/event/detail---id-1137.html
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II. 女性教員比率向上による教育ダイバーシティの向上 

1. 正規採用における女性優先採用により，正規雇用の女性研究者（助教以上）比率を 20％まで

向上させ，目標の 2021年度比 3％増加を上回る 5％増加を達成した。さらに，業務委託によって

女性教員比率を 24％まで伸長させた。 
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III. 他部局連携による文理架橋型授業の設計と実施 

1. 歯学研究科の「世界展開力大学院コース」に，14名の教員が協力し，” Humanities, Social 

Sciences, and TEETH”を主題とする，7つの英語授業を提供した。これにより，本学歯学研究科

のみならず，中国・韓国・タイ・インドネシアの主要大学の歯学系大学院生に，歯に関する社会科

学的視点の知見を幅広く提供することができた。また，この授業は英語で書かれたパワーポイント

を使ってビデオ化されており，英語で解説，もしくは英語字幕つきである。文学研究科における英

語による後期課程「国際大学院コース」のオンデマンド授業としても活用する。 

 
 

2. 多元物質科学研究所の「令和 4年度アライアンス人文社会系講義」において，アライアンス加

盟の５研究所の教職員・学生を対象にリアルタイム授業と，それを録画したオンデマンドビデオに

よる 7つの授業を提供した。文学研究科内にとどまらず，最新知見を日本国内の理系研究者に

幅広く提供することができた。 

 

教育 1.png,  教育 2.png,  教育 3.png,  教育 4.png,  教育 5.png 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%95%99%E8%82%B21.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%95%99%E8%82%B22.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%95%99%E8%82%B23.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%95%99%E8%82%B24.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%95%99%E8%82%B25.png
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3. 国際・学際的研究展開と社会に開かれた研究の推進 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.20 (2)-1 

社会の要請に応える研究の推進 
 

実績報告 

I. 国際的な卓越業績 

1. 小泉政利教授は英国のケンブリッジ大学出版局より Constituent Order in Language and 

Thought: A Case Study in Field-Based Psycholinguisticsを出版した（2023年 1月）。この書籍

は，消滅の危機に瀕している少数民族言語を主たる対象として行ってきた，長期にわたる研究成

果の集大成である（基盤研究(S) 22222001：2010年 4月-2015年 3月，基盤研究

(A)15H02603：2015年 4月-2019年 3月，基盤研究(S) 19H05589：2019年 6月-2024年 3

月）。脳内処理過程に着目した精緻な実験を通じて，話しやすい語順は思考の順序，理解しやす

い語順は文法処理の複雑さを主たる要因としていること，すなわち，話しやすい語順と理解しやす

い語順を決定する主要因が異なることを明らかにした画期的な成果である。 

 

  

https://doi.org/10.1017/9781108915571
https://doi.org/10.1017/9781108915571
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2. 西村直子准教授は卓越した業績により，2022年度の「紫千代萩賞」を受賞した。これまで紀元

前６世紀までしか遡ることが出来なかったインド最古の文献資料 ヴェーダの祭式研究において，

マントラ（祭式で唱えられる祝詞・祭詞）に着眼したことで，紀元前 11 世紀にまで遡ることを可能と

し，これによって空白の 500年間を埋め得る研究を拓くことに成功したことは，高く評価される。 

 
西村准教授の主著 
  
 

II. 文理・産学等の多様な協調 

坂井信之教授は，文理・産学などの融合を図る研究を推進して，以下のような目覚ましい成果を

上げている。 

1. 新領域創生部における多感覚情報統合認知システム研究室の主宰（電気通信研究所との連

携研究）。分子生物学や神経科学を中心とする融合領域の Chemical Senses誌や農芸化学や食

品学を中心とする Foods誌など，5年間で 35報の論文の発表を行い，被引用件数が 30を超え

る論文もある。2022年度も，台湾・ロシア・日本 3か国における国際的な実験による成果を発表

している。 

2. ヨッタインフォマティクス研究センター長として人文科学と情報科学・工学の融合に貢献。 

3. 理系中心の日本味と匂学会の第 56回大会（2022年 8月）大会長，一般社団法人うま味調味

料協会うま味研究会の会長を務めている。日本味と匂学会の第 56回大会では，文学部百周年

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2023/03/news20230317-danjo.html
https://www.ajup-net.com/bd/isbn978-4-86163-017-0.html
https://doi.org/10.1093/chemse/bjx084
https://doi.org/10.1093/chemse/bjx084
https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-031-06038-0_28
https://jasts-sendai56.com/about.html
https://www.srut.org/aboutus/directors/
https://www.srut.org/aboutus/directors/
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記念行事の一環である国際シンポジウム“The Joint International Symposium on Health and 

Well-Being”も同時開催。 

4. ライオン株式会社，日本たばこ産業株式会社，株式会社味の素など６社との産学連携によっ

て，商品開発や品質向上などへの人文科学知識の社会実装を行っている。 

5. この他，農学研究科次世代食産業創造センター兼務，医学研究科中澤教授を中心とする

COI-NEXT共創の場形成支援プログラムのサブグループリーダーなど，多方面で融合的な研究

を実施している。 
 

III. 社会の要請に応える研究の発信 

1. 安達宏昭教授は，中公新書より『大東亜共栄圏』を出版した（2022年 7月）。この書籍は，これ

までイデオロギーで語られることの多かった大東亜共栄圏を経済自給圏として捉え直し，大局的

な歴史観に立って描いたものである。学術的に高く評価され，少なくとも 10本の書評が寄せられ

ている。すでに 4刷に至り，およそ 2万冊が発行されている。学術的成果を社会に還元すること

で，日本社会の知的要請に応えた成果である。 

 

2. 日本史専攻分野では，同分野出身の若手・中堅研究者 32名を執筆者として，東北大学日本

史研究室（編著）『東北史講義【古代・中世篇】』『東北史講義【近世・近現代篇】』を刊行した（ちくま

新書，2023年 3月刊）。東北地方の古代から現代までの歴史について，最新の研究成果に基づ

https://jasts-sendai56.com/tucujis.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jhej/73/10/73_613/_pdf
https://www.chuko.co.jp/shinsho/2022/07/102707.html
https://www.chuko.co.jp/shinsho/2022/07/102707.html
https://www.chikumashobo.co.jp/product/9784480075215/
https://www.chikumashobo.co.jp/product/9784480075222/
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き新書という形で一般市民向けに書き下ろした本書は，社会が東北大学に求める要請に正面か

ら応えた成果である。 

 

 書影_小泉 ds.jpg,  書影_西村.jpg,  書影_安達 ds.jpg,  書影_東北史講義.jpg 

 

4. 「認証アーキビスト養成コース」の設置と創立 100周年行事の遂行によ

る社会との連携強化 

「社会との共創」 

No.06 (2)-4 「社会とともにある大学」としての社会連携の強化 
 
実績報告 

Ⅰ 認証アーキビスト養成コースの開設 

 文学研究科では、2008～2011年度に大学院 GP「歴史資源アーカイブ国際高度学芸員養成計

画」にてアーキビスト養成コースを設置し、国立公文書館、自治体の文書館等に学生を送り出す

などアーキビスト養成に力を入れてきた。それを発展されるべく、2022年 4月より法学研究科、

災害科学国際研究所、学際科学フロンティア研究所、史料館の教員のご協力を得て、新たに「認

証アーキビスト養成コース」を開設した。 

〇文学研究科ウェブサイト：https://www.sal.tohoku.ac.jp/jp/news/archivist/ 

 アーキビスト（Archivist）とは、国や自治体が設置する公文書館をはじめとするアーカイブズ

（Archives）において働く専門職員のことである。アーキビストは政府、自治体、大学、企業などで

日々作成される膨大な記録の中から将来にわたって保存する価値のあるものを評価・選別し、社

会的な利用を保証するという大切な役割をもっている。それ故、アーキビストには、専門的な知識

や技能、高い調査研究能力、豊富な実務経験が求められている。アーキビスト認証制度はそうし

た専門性を有すると認められる者を国立公文書館長が認証する仕組みであり、2020年に発足し

た。 

〇国立公文書館ウェブサイト：https://www.archives.go.jp/ninsho/aboutCAJ/ 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9B%B8%E5%BD%B1_%E5%B0%8F%E6%B3%89ds.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9B%B8%E5%BD%B1_%E8%A5%BF%E6%9D%91.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9B%B8%E5%BD%B1_%E5%AE%89%E9%81%94ds.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%9B%B8%E5%BD%B1_%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%8F%B2%E8%AC%9B%E7%BE%A9.jpg
https://www.sal.tohoku.ac.jp/jp/news/archivist/
https://www.archives.go.jp/ninsho/aboutCAJ/
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 認証アーキビスト養成コースは、認証アーキビスト申請に必要な「アーキビストとして必要な知

識・技能等」を修得することを目的としている。文学研究科のコースは全国の大学で 4番目、東京

以東では初めての設置となる。 

 2022年度の履修登録者は 22名で、内訳は文学研究科 19名、文学部 2名（先行履修）、情報

科学研究科 1名となる。文学研究科・文学部学生の所属研究室は 6にわたり、多様な専門分野

から関心を持たれていると言いうる。このうち 7名が課程を修了した（必ずしも単年度でコース修

了となるものではない）。 
 

Ⅱ 認証アーキビスト養成コース開設記念シンポジウム「アーカイブズ専門職拡充と大学の役割」

の開催 

 文学研究科では、史料館との共催で、2022年 12月 3日に標記シンポジウムを開催した。これ

は、認証アーキビスト養成コースを設置している 5大学（学習院大学、大阪大学、島根大学、昭和

女子大学、本学）の担当者が一堂に会し、現状を報告するとともに、課題を洗い出し、将来への展

望を議論し合うという企画であった。来賓として、国の公文書行政の事務方トップである吉田真晃

内閣府公文書管理課長、アーキビスト認証の責任者である鎌田薫国立公文書館長をお招きし、

基調講演は認証アーキビストの制度設計に当たった高埜利彦学習院大学名誉教授に行っていた

だいた。来賓・講演者・パネリストの顔ぶれは、現在の認証アーキビスト養成にかかわるオールス

ターキャストと言ってよく、本研究科の養成コースへの期待の高さが表れている。 

★シンポジウムチラシ：
https://www.sal.tohoku.ac.jp/media/files/100th/archivist20221203.pdf 

★東北大学ウェブサイト 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/12/news20221208-02-archivist.html 

 シンポジウムでは、アーキビストを専門職として確立することの重要性が共有されるとともに、今

後、同様のコースを設置している大学・機関で連絡会議を結成することが確認され、大きな成果を

得た。参加者は対面 63名、ZOOM参加 186名、計約 250名に及ぶ。マスコミでも大きく取り上

げられている。 

★河北新報記事：添付ファイルへ  

 日本の文書行政は諸外国に比べて立ち後れており、アーキビストの地位も安定していない。そ

のような現状を打破するための第一歩が認証アーキビスト制度である。本研究科は、同制度の実

質化と人材養成に注力することで、社会の健全な発展に貢献している。 
 

Ⅲ 100周年記念行事での社会との連携 

 2022年、法文学部創立から 100周年を迎えた文学研究科は、全学の創立 115周年・総合大学

100周年事業と連携して多彩な行事を企画した。上記の「認証アーキビスト養成コース開設記念

シンポジウム」もその一環であるが、他に以下のようなものがある。 

★関連サイト：https://www.sal.tohoku.ac.jp/100th/ 

  

 

http://www.sal.tohoku.ac.jp/media/files/100th/archivist20221203.pdf
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/12/news20221208-02-archivist.html
https://www.sal.tohoku.ac.jp/100th/


（01 文学研究科） 

16 

1．シンポジウム等の開催 

（1）2022年共同国際シンポジウム「健康とウェルビーイング」 
2022 Joint International Symposium on Health and Well-being 

（8月 24日、仙台国際センター大ホール チュラロンコン大学心理学部と共催、約 50名チュラロ

ンコン大学からも 15名うち対面 5名が参加） 

（2）東北大学文学部創立百周年記念式典・記念講演会（10月 15日、東北大学さくらホール、対

面参加 90名＋YouTube配信） 

（3）阿部次郎記念館新規資料公開記念シンポジウム「阿部次郎研究の新地平」（10月 15日、東

北大学さくらホール、対面参加 33名＋ZOOM参加 41名） 

（4）紅葉の賀（11月 3日、文学研究科他、東北大学植物園と共催） 

 コロナ禍の開催となり、対面では人数制限をかけなければならなかったが、いずれもオンライン

配信を行い、一般市民でも参加・視聴可能とした。 

 

2．展示会の開催 

（1）阿部次郎記念館新規資料及び法⽂学部開設関係資料公開展⽰（9月 29日～12月 23日、

東北大学史料館、史料館と共催、来場者数 2548名） 

（2）文学部考古学研究室・埋蔵文化財調査室所蔵考古資料コレクション展示「東北考古学の礎―

東北大学法文学部考古資料コレクション―」（9月 1日〜12月 23日、東北大学史料館、史料館と

共催、来場者数同上） 

（3）東洋・日本美術史研究室企画展示 「東北の画人たちⅠ」（6月 15日～8月 31日、瑞巌寺宝

物館、来場者 71,053名） 

 （1）（2）の来場者数は直近 4年間の史料館における特別展では最も多い。一般市民に対しても

文学研究科の歴史や研究活動について知っていただくことができた。 

 （3）は、文学研究科と瑞巌寺との間の連携協定に基づき開催した。展示には東洋・日本美術史

研究室の学生も関わっており、研究・教育・社会貢献が三位一体となった企画となっていることが

特筆される。入場者数の多さ（71,053名）にも瞠目すべきものがある（仙台近辺の公立博物館の

特別展の入場者数をはるかに凌いでいる）。著名な観光地に附属する博物館での開催が功を奏

した結果となった。 
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3．デジタルミージアムの開設 

"歴史を映す名品” 

★https://www.sal.tohoku.ac.jp/digital_museum/ 

 附属図書館などの所蔵で法文学部・文学部にゆかりがある、よりすぐりの「名品」12点を取り上

げ、文学研究科の教員が文章・動画で解説を加え、ウェブ上に掲載した。本学を対外的にアピー

ルする上でも重要なコンテンツとなっている。 

 河北新報 20221206＿報道.pdf 

 

5. 電子投票の導入と大学院入試方式および時期の見直し 

「教員の研究時間確保」 

No.46 (1)-2 全学 DX によるデジタル・キャンパスの推進, No.09 (1)-2 エビデンスに裏付けられ

た新たなアドミッションの展開 
 
実績報告 
  

Ⅰ. 電子投票の導入 

 文学研究科では、2022年度 2月研究科委員会・教授会より電子投票の導入によって投票に係

わる時間を短縮し、教員の研究時間を確保する取り組みを開始した。 

 これまで文学研究科では、研究科委員会・教授会の投票による議決事項については、紙などを

用いた投票によってきた。また COVID-19感染症拡大によって 2020年度から会議を原則オンラ

イン化した後も、匿名性確保への懸念などから同様の方式を継続してきた。しかし紙による投票

のためには１回の投票につき投票時間に 20～30分、開票時間に 30分を要し、準備時間、移動

時間などをあわせると１時間以上の時間が費やされる他、会場準備、用紙の印刷などにも多くの

教職員の時間と労力が投入されてきた。例えば 2022年度には 12回の研究科委員会・教授会の

うち 10回で投票が行われており、単純計算で 10時間以上が投開票とその準備に費やされたこ

とになる。 

 そこで文学研究科では 2022年度 2月研究科委員会・教授会から Google Formを用いた電子

投票を導入し、投票に要する時間を大幅に短縮することができた。具体的には、これにより投票に

かかる時間は 10分（開票作業はほぼ 0分）のみとなり、年間で見れば 8時間以上の会議時間

短縮を実現した。 

https://www.sal.tohoku.ac.jp/digital_museum/
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%B2%B3%E5%8C%97%E6%96%B0%E5%A0%B120221206%EF%BC%BF%E5%A0%B1%E9%81%93.pdf


（01 文学研究科） 

18 

 

  

Ⅱ. 大学院入学試験の科目、時期に関する抜本的見直し 

 文学研究科では、大学院入学試験の科目の整理を行うことで効率化を図り、入試業務の負担

軽減と正確性向上を両立させる改革を行った。また入学試験の実施時期の見直しと会議の時期

の工夫によって９月の丸ひと月の間研究に専念しやすい環境を整え、長期にわたる実験や調査

を中断なく行えるようにした。 

 これまで文学研究科の前期課程一般の入試科目は、共通の外国語(120分)の外に専攻分野ご

との専門科目Ⅰ（120分）と専門科目Ⅱ（任意・18/26専攻分野実施・100分）そして面接によって

行われていた。特に専門科目Ⅱは実施する専攻分野としない分野があり、外国語と重複する部

分もあることから、効率化のみならずミスを防ぐ観点からも問題が多かった。そこで文学研究科で

は 2023年度からは専門科目ⅡをⅠに統合し、基本的に外国語(120分)と専門科目(120分)と面

接に整理した。その上で研究分野の特性にも配慮し、どうしても必要な専攻分野(7/26専攻分野)

でだけ特別科目として史料の読解や第二外国語などの試験を課すこととした。 
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 また文学研究科ではこれまで 9月と１月の下旬に実施していた大学院入学試験について、それ

ぞれ８月と２月の上旬に行うこととした。これにより特に９月については、入試準備や判定のため

の会議の時期の工夫により、丸ひと月の間を研究に専念できる期間とする体制をつくった。

 

 ★電子投票による投票所要時間短縮.png,  ★大学院入試科目.PNG,  ★９月の会議日

程.PNG 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E9%9B%BB%E5%AD%90%E6%8A%95%E7%A5%A8%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E6%8A%95%E7%A5%A8%E6%89%80%E8%A6%81%E6%99%82%E9%96%93%E7%9F%AD%E7%B8%AE.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E5%85%A5%E8%A9%A6%E7%A7%91%E7%9B%AE.PNG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%EF%BC%99%E6%9C%88%E3%81%AE%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E6%97%A5%E7%A8%8B.PNG
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E2%98%85%EF%BC%99%E6%9C%88%E3%81%AE%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E6%97%A5%E7%A8%8B.PNG

